
NEXT STAGE with NIPPON SIGNAL

●人口減少●自然災害増加●安全性向上

●無人化●車上検査●営業車での状態監視● CBM ●災害発生予知

IoTの設置対象となる機器は、通常さまざまなシステム/
ネットワークが混在

目視による設備の状態はセンサでは捉えにくい
(設備の異状有無、設備の劣化)

トータルでみまもることが必要

鉄道の設備情報・沿線情報・サービス情報を地上の IoT ネットワークと
車上の映像システムによって収集し、クラウドで蓄積・分析するシステム

日本信号の解決ポイント
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データ分析事例のご紹介

現在、弊社製品の「IoTネットワーク化」を推進中

転てつ機の異常検知 軌道回路の異常検知

ホーム柵の異常検知 沿線設備の良否判定
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